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公益財団法人　藤沢市まちづくり協会
シルバー人材センター・生きがい就労センター

もやいとは、人と人とを結び付けること（共働・共助）

暁　

光	

恩
田　

平
八
郎
（
写
真
同
好
会
）

新
年
の
ご
挨
拶

理
事
長
　
遠
藤
　
主
計

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
さ
わ
や
か
な
気
持
ち
で
新
し
い

年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て
昨
年
は
、
年
頭
早
々
、
ア
メ
リ
カ
大
統
領
に
就

任
し
た
ト
ラ
ン
プ
氏
の
「
米
国
第
一
」
を
掲
げ
た
経
済

政
策
の
転
換
や
、
隣
国
で
の
韓
国
に
お
け
る
政
権
交
代

な
ど
が
起
こ
り
、
重
ね
て
北
朝
鮮
の
相
次
ぐ
ミ
サ
イ
ル

発
射
や
核
実
験
の
強
行
な
ど
、
我
が
国
に
と
っ
て
緊
張

が
走
る
出
来
事
が
立
て
続
け
に
発
生
し
ま
し
た
。

国
内
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ら
情
勢
の
変
化
を
受
け
、

外
交
や
経
済
へ
の
不
安
感
が
高
ま
り
ま
し
た
が
、
企
業

活
動
の
持
ち
直
し
が
続
き
、
企
業
の
人
手
不
足
を
背
景

に
雇
用
者
数
の
増
加
、
個
人
消
費
の
緩
や
か
な
回
復
傾

向
が
続
い
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
や
少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進

む
中
、
私
た
ち
が
景
気
回
復
の
恩
恵
を
将
来
に
わ
た
っ

て
享
受
す
る
た
め
に
は
、
高
齢
者
が
地
域
社
会
で
活
躍

し
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
や
子
育
て
世
代
を
支
え

る
仕
組
み
を
確
立
す
る
こ
と
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ

り
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
こ
の
よ
う
な
社
会
的

使
命
の
一
翼
を
担
っ
て
活
動
し
て
い
る
と
自
負
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

今
年
の
干
支
は
「
戊

つ
ち
の
え
い
ぬ
戌
」
で
、
真
に
必
要
な
も
の
を

見
極
め
る
こ
と
で
新
た
な
チ
ャ
ン
ス
を
得
る
、
取
捨
選

択
の
年
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

本
協
会
に
お
い
て
も
、
長
年
に
わ
た
り
様
々
な
業
務

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
業
績
や
手
法
に
固

執
せ
ず
、
客
観
的
な
検
証
・
選
別
に
よ
り
新
た
な
ビ
ジ

ネ
ス
環
境
を
構
築
し
、
大
き
く
飛
躍
す
る
年
に
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
事
業
に
お
い
て
も
、
社
会
の
ニ
ー
ズ

を
的
確
に
捉
え
な
が
ら
就
業
機
会
の
拡
大
に
努
め
る
と

と
も
に
、
顧
客
で
あ
る
市
民
や
企
業
へ
の
丁
寧
な
対
応

に
心
掛
け
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
信
用
と
信
頼
を
い
た
だ

け
る
よ
う
地
道
に
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま

す
の
で
、
会
員
の
皆
様
に
も
更
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

２
０
１
８
年
が
昨
年
に
引
き
続
き
実
り
の
あ
る
年
で

あ
る
と
と
も
に
、
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
更
な
る
ご
活
躍

を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
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～
み
ん
な
の
海
を
き
れ
い
に
し
よ
う
～

ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
を
実
施
し
ま
し
た

昨
年
の
10
月
28
日
、
片
瀬
西
浜
海
岸

に
お
い
て
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。

全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業

協
会
で
は
、
毎
年
10
月
を
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
事
業
普
及
啓
発
促
進
月
間

と
定
め
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
10
月

は
全
国
各
市
等
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
、
加
入
促
進
、
就
業
拡
大
の
活

動
展
開
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
（
清
掃

活
動
等
）、
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
等

の
事
業
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

本
セ
ン
タ
ー
で
も
、
シ
ル
バ
ー
事
業

の
普
及
啓
発
活
動
と
会
員
の
社
会
参
加

推
進
事
業
を
兼
ね
て
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
の
朝
は
、
11
月
中
旬
の
冷
え
込

み
で
、
し
か
も
台
風
22
号
の
影
響
で
雨

が
大
変
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
心
配
を

よ
そ
に
無
事
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
参
加
し
て
下
さ
っ
た
方
は
、
一

般
参
加
者
を

は
じ
め
会
員
、

協
会
の
役
員

等
多
く
の

方
々
に
よ
り

実
施
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
今

回
（
公
益
財

団
法
人
）
か

な
が
わ
海
岸

美
化
財
団
に

も
ビ
ー
チ
ク

リ
ー
ン
に
協

力
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

か
な
が
わ
海
岸
美
化
財
団
は
、
横
須

賀
市
走
水
海
岸
か
ら
湯
河
原
町
湯
河
原

海
岸
ま
で
150
㎞
の
自
然
海
岸
の
一
体
的

な
清
掃
の
ほ
か
、
ご
み
の
持
ち
帰
り
運

動
や
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
の
開
催

等
に
よ
る
美
化
啓
発
、
海
岸
清
掃
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
へ
の
支
援
を
行
う
日
本
で
唯

一
の
海
岸
美
化
を
目
的
と
し
て
設
立
さ

れ
た
公
益
財
団
法
人
で
す
。
今
回
の
実

施
に
あ
た
り
、
美
化
財
団
よ
り
、
ご
み

袋
や
軍
手
、
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
の
注
意

事
項
や
可
燃
・
不
燃
ご
み
の
収
集
分
別

の
資
料
提
供
等
の
協
力
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
参
加
者
の
方
々
に
は
海
岸

の
ご
み
の
知
識
を
広
め
て
い
た
だ
く
と

同
時
に
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
の
認
識
を
新

た
に
し
て
い
た
だ
く
良
い
機
会
に
な
り

ま
し
た
。

（
公
財
）
藤
沢
市
ま
ち
づ
く
り
協
会　

遠
藤
主
計
理
事
長
の
開
催
の
挨
拶
の
後
、

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
班
ご
と
に
分
か
れ
、

お
互
い
の
親
睦
と
交
流
を
図
り
な
が
ら
、

和
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

海
岸
の
ご
み
の
7
割
は
「
川
」
か
ら

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
正
に
川
は
ご
み

の
通
り
道
で
す
。
今
年
は
雨
が
多
く
、

台
風
の
影
響
に
よ
り
、
多
く
の
ご
み
が

砂
浜
に
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
流
木

等
の
大
き
な
ご
み
は
、
ビ
ー
チ
ク
リ
ー

ナ
ー
に
よ
り
除
去
さ
れ
ま
す
が
、
細
か

い
ご
み
は
人
の
手
に
よ
っ
て
収
集
さ
れ

て
い
ま
す
。

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
細
か
い
、

い
ろ
い
ろ
な
ご
み
を
丁
寧
に
拾
い
集
め

て
、
可
燃
・
不
燃
ご
み
袋
に
分
別
収
集

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
収
集
さ
れ
た
ご
み

は
、
そ
れ
ぞ
れ
集
積
場
所
に
集
め
ら
れ
、

1
時
間
ほ
ど
で
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
は
無

事
所
期
の
目
的
を
達
成
し
、
終
了
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
健

康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
60
歳
以
上
の
方

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
就
業
の
機
会
を
提
供

し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
事
業
普
及
啓
発
促
進
の
た

め
、
会
員
と
市
民
が
共
同
で
行
う
海
岸

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
（
ビ
ー
チ
ク

リ
ー
ン
）
を
実
施
し
た
も
の
で
す
が
、

こ
の
ほ
か
に
も
、
シ
ル
バ
ー
事
業
を
紹

介
す
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
団
体
貸
出
し
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
シ
ル
バ
ー
に
関
す
る
ご
紹

介
も
し
て
お
り
ま
す
。

最
近
は
、

少
子
高
齢
化

に
よ
り
様
々

な
人
手
不
足

が
深
刻
と
な

り
、
現
場
か

ら
の
依
頼
が

多
く
な
り
、

高
齢
者
の
出

番
が
期
待
さ

れ
て
い
ま

す
。
こ
の
期

待
に
応
え
る

た
め
に
、
多

く
の
会
員
の

確
保
と
就
業

開
拓
・
発
展

に
向
け
、
今

後
と
も
一
層

の
努
力
を
し

て
ま
い
り
ま

す
。農

作
業
体
験
を
行
な
い
ま
し
た

　

～
さ
つ
ま
芋
掘
り
～

昨
年
の
10
月
5
日
に
、
生
き
が
い
就

労
セ
ン
タ
ー
の
障
が
い
者
部
門
の
会
員

の
皆
さ
ん
の
農
作
業
体
験
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

善
行
で
農
業
を
営
ま
れ
て
い
る
農
家

の
方
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
今
年
も
さ
つ

ま
芋
掘
り
の
農
作
業
体
験
を
さ
せ
て
頂

き
、
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
み
ま

し
た
。
普
段
会
員
の
皆
さ
ん
は
、
室
内

で
の
作
業
の
た
め
、
こ
の
体
験
実
習
を
通

じ
て
、
農
業
へ
の
理
解
と
就
業
の
大
切
さ

を
経
験
し
て
も
ら
う
こ
と
が
こ
の
実
習
の

目
的
で
も
あ
り
ま
す
。

当
日
は
、
こ
の
秋
一
番
の
冷
え
込
み

で
し
た
が
、
日
中
は
薄
日
が
差
す
陽
気

と
な
り
、
芋
掘
り
に
恵
ま
れ
た
実
習
日

和
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
雨
や
台
風
が
多
か
っ
た
の
で
、

さ
つ
ま
芋
の
出
来
具
合
が
心
配
さ
れ
ま

し
た
が
、
よ
く
育
っ
た
立
派
な
形
の
さ

つ
ま
芋
が
次
々
に
掘
り
出
さ
れ
、
皆
さ

ん
喜
び
の
歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

5
月
に
芋
の
苗
が
植
え
ら
れ
、
大
切
に

育
て
ら
れ
た
こ
の
さ
つ
ま
芋
は
、「
べ
に

あ
ず
ま
」
と
い
う
種
類
で
、
と
て
も
美

味
し
か
っ
た
よ
！
と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。
美
味

し
い
お
弁

当
を
食

べ
、
沢
山

の
さ
つ
ま

芋
の
お
土

産
を
頂

き
、
大
満

足
で
貴
重

な
社
会
体

験
実
習
を

す
る
こ
と

が
出
来
ま

し
た
。
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シルバー人材センターが提供する業務

～適正就業の推進について～
シルバー人材センターが会員の皆様に提供する適正な就業の基準は、「高年齢者等の雇用の安定等に
関する法律」第 41及び第 42 条に規定する「臨時的かつ短期的なもの」及び「その他の軽易な業務」
となります。
このことは会員の皆様に地域の日常生活に密着した仕事を提供し、もって高年齢者の就業機会の増
大を図り、活力ある地域社会づくりに寄付し、高年齢者が仕事を通じて社会参加することによって心
身ともに健康の維持を目的としています。
今後はより多くの会員の皆様にできる限り公平に仕事を分かち合っていただくために就業の仕組み
の見直しを段階的に行っていきたいと思っております。
なお、先般厚生労働省から法令に基づく「適正就業ガイドライン」があらためて示されましたので
会員の皆様にお知らせいたします。

シルバー人材センターの適正就業ガイドライン（抜粋）

臨時的かつ短期的または軽易な業務について
・	 	シルバー人材センターが会員に提供する業務は、臨時的かつ短期的または軽易な業務です。このため、派
遣と職業紹介に該当する場合を除き、それ以外の業務を会員に提供することはできません。

・	 	シルバー人材センターが会員に提供する業務が、臨時的かつ短期的または軽易な業務となるため、会員の
就業は、現役世代の労働者などが 1人で行う業務を、複数の会員が時間や日にちで分担して行う方法（ロー
テーション就業）が基本となります。

・	 	会員への就業機会の提供は、上記の基本に基づき、特定の会員に集中させずに、公平にできる限り多くの
会員に提供するようにしてください。

臨時的かつ短期的または軽易な業務の日数、時間の上限について

臨時的・短期的な業務 おおむね月10日程度以内

軽易な業務 おおむね週20時間を超えないことを目安

＊	上記の日数、時間の上限は、おおむねの目安のため、会員は一時的に上記の上限を超えて就業することが
できますが、恒常的に上記の上限を超えて就業することはできません。

認められる場合の例 	 	スーパーマーケットでの品出しなど、派遣で働く会員（週の所定労働時間
18時間）が、特売日やイベントが多い特定の月に、上限（週 20時間）を超
えて就業する場合

認められない場合の例 	 	庭木の剪定など、請負で働く会員が、恒常的に上限（月10日）を超えて就業
する場合
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会
員
の
活
動
紹
介

史
跡
歩
き
同
好
会

豪
徳
寺

上
田
　
晴
重

室
町
時
代
、
文
明
一
二
年
（
一
四
八
〇

年
）
に
世
田
谷
城
主
の
吉
良
政
忠
が
伯

母
「
弘
徳
院
久
栄
理
大
姉
」
の
た
め
に

建
て
た
の
で
、
彼
女
の
法
名
か
ら
「
弘

徳
院
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
寺
の
前
を
江

戸
の
頃
、
あ
る
侍
が
馬
に
ま
た
が
り
山

門
ま
で
来
る
と
、
一
匹
の
猫
が
「
オ
イ

デ　

オ
イ
デ
」
と
手
招
き
を
し
た
。
不

思
議
に
思
い
、
寺
の
中
に
入
る
と
、
突

然
大
雨
が
降
り
出
し
門
に
雷
が
落
ち
た
。

猫
に
命
を
助
け
ら
れ
た
侍
は
、
井
伊
直

孝
で
あ
っ
た
。

直
孝
の
死
後
「
久
昌
院
殿
豪
徳
天
英

大
居
士
」
の
法
名
か
ら
豪
徳
寺
と
命
名

さ
れ
た
そ
う
で
す
。

広
い
境
内
の
中
ほ
ど
に
招
き
猫
の
納

め
所
が
あ
り
、
大
小
、
沢
山
の
招
き
猫

が
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。

奥
に
は
、
江
戸
桜
田
門
外
で
暗
殺
さ

れ
た
幕
末
の
大
老
・
井
伊
直
弼
の
墓
も

あ
り
ま
す
。

　
史
跡
歩
き
同
好
会
　
募
集
と
連
絡
先

　
電
話 

84

−

9
0
2
8　

上
田	

晴
重

写

真

同

好

会

表
紙
は
語
る

暁
光

恩
田
　
平
八
郎

正
月
三
日
早
朝
、
真
鶴
半
島
三
ツ
石

海
岸
に
日
の
出
の
撮
影
に
行
っ
た
際
の

写
真
で
す
。
こ
の
日
は
水
平
線
近
く
に

多
少
雲
が
あ
り
ま
し
た
が
、
撮
影
に
は

支
障
な
く
良
い
写
真
が
撮
れ
ま
し
た
。

三
ツ
石
は
、
真
鶴
半
島
の
先
端
に
位

置
す
る
岩
礁
で
、
真
鶴
の
シ
ン
ボ
ル
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

真
鶴
半
島
は
、
神
奈
川
県
の
相
模
湾

に
突
き
出
た
小
さ
な
半
島
。
一
三
万
～

二
三
万
年
前
に
箱
根
火
山
の
マ
グ
マ
支
脈

と
し
て
海
底
か
ら
噴
出
し
た
溶
岩
ド
ー
ム

か
ら
で
き
た
地
形
と
い
わ
れ
、
そ
の
頑
丈

な
岩
礁
は
生
き
物
の
宝
庫
で
す
。

　
写
真
同
好
会
　
募
集
と
連
絡
先

　
電
話 
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鈴
木	
昭
ま
で

川
柳
・
五
行
歌
通
信

若
林
　
琢
磨

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
新
年
早
々
「
川
柳
」
の
お
話
し
を

し
ま
し
ょ
う
。

う
が
ち
＝
ハ
ッ
!!
と
さ
せ
る
オ
ド
ロ
キ

軽
み
＝
「
た
し
か
に
」
と
頷
く

滑こ
っ
け
い稽
＝
笑
い
（
苦
笑
を
含
み
）

こ
の
三
要
素
を
頭
の
隅
に
置
き
、
詠
ん

で
（
作
句
）
み
ま
し
ょ
う
。
し
か
し
、
こ

れ
に
こ
だ
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

ず
は
自
由
奔
放
に
詠
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

詠
ん
だ
ら
そ
の
句
を
表
お
も
て
に
出
し
ま

し
ょ
う
。（
投
句
と
言
い
ま
す
。）
ハ
ガ

キ
に
何
句
か
書
い
て
、
セ
ン
タ
ー
に
お

送
り
下
さ
い
。

私
と
森
本
先
生
が
、
直
す
個
所
が
あ

る
か
見
ま
し
て
、
次
号
の
『
も
や
い
』

に
載
せ
ま
す
。
雅が
ご
う号
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
）

で
も
結
構
で
す
。

今
年
も
素
敵
な
句
や
歌
を
お
届
け
し

ま
す
。
ご
愛
詠
下
さ
い
。

な
お
、
当
同
好
会
に
ご
参
加
の
か
た
は
、

左
記
の
森
本
、
若
林
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
を
忘
れ
ず
に
！

配
分
金
収
入
が
あ
る
会
員
の
方
は
、

金
額
に
も
よ
り
ま
す
が
、
確
定
申
告
が

必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
左
記
の
期
間

中
に
必
ず
手
続
き
を
行
っ
て
下
さ
い
。

期
間　

	

平
成
30
年
2
月
16
日
か
ら
3
月

15
日
ま
で

た
だ
し
、
2
月
18
日
（
日
）
と
2
月

25
日
（
日
）
も
行
っ
て
い
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
藤
沢
税
務
署
に

ご
確
認
、
ご
相
談
下
さ
い
。
な
お
、
会

員
の
方
に
お
支
払
い
し
た
配
分
金
額
（
配

分
金
総
額
票
）
を
1
月
中
に
郵
送
す
る

予
定
で
す
。

　句
題

　『
日
の
出
』

　新
年
を
祝
う

女
房
と
日
の
出
を
拝
む
新
の
顔

 
《
い
き
お
》

日
の
出
ど
き
年
賀
取
り
出
す
幸
の
数

 
《
イ
キ
オ
》

じ
い
ち
ゃ
ん
の
頭
毎
朝
初
日
の
出

 
《
ゆ
う
す
け
》

初
詣
サ
イ
銭
箱
に
ウ
ス
目
開
け
 
《
ユ
ウ
ス
ケ
》

賑
わ
い
の
神
も
華
や
か
三
ヶ
日

 
《
た
く
ま
》

息
災
を
二
拍
二
礼
の
五
円
玉

 《
タ
ク
マ
》

川 

柳 

同 

好 
会

選
者　
　
　森
本

　生
雄

　43
ー
0
0
2
3

　
　
　若
林

　琢
磨

　81
ー
1
4
0
7

オ
ト
ソ
飲
み

お
せ
ち
食
べ

家
内
安
全
を
願
い

神
社
へ

心
清
ら
か
に

　
　
　
　  

も
も
子

昼
近
い
け
ど

元
旦
は

起
こ
さ
ぬ

若
夫
婦
の

部
屋　

　
　
　 

生
雄

五
行
歌

（
皆
様
か
ら
の
旅
行
記
等
記
事
を
募
集
中
で
す
! !
）


